
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年９月２９日               NO,６３３ 

 

    十王堂と井上道慶の墓 

 平川の十王堂と井上道慶の墓は、厄焼く石 

（七ツ石）の近くの庚申塔などの石造物が集 

められている奥にあります。 

 明治時代にはこの十王堂が子どもたちに勉 

強を教える場所として使われていたこともあ 

るようで、今も木造の十王仏が残されています。 

 井上道慶は、上杉謙信の直臣で川中島の戦にも参加したと

いわれ、戦国時代には有力な地侍だったことから、井上道慶

の一族は古くから平川に住んでいたと思われます。 

         石戸大橋 

 利根沼田望郷ラインは、昭和村から沼田市、みなかみ町の

月夜野の後閑までつづく３２．２ｋｍの広域農道として平成

１５年度（２００３）に完成しました。 

           多那にかかる石戸大橋は、長さ２５

０ｍ、高さ６０ｍあり、武尊山や沼田

台地を見渡すことができる、利根沼田

望郷ラインのなかでもビューポイン

トの一つです。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
２
０
１
１
年
３
月
１１
日
の
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
で
、
業
務
上
過
失
致
死
傷

罪
で
強
制
起
訴
さ
れ
た
東
電
旧
経
営
陣
３
人
に
対
し
、
東
京
地
裁
は
無
罪
の
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た

が
、
今
も
４
万
人
以
上
が
故
郷
に
帰
れ
ず
、
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
事
故
の
刑
事
責
任
が
不
問
に

さ
れ
た
こ
と
に
、「
不
当
判
決
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

旧
経
営
陣
の
３
人
は
、
２
０
０
８
年
６
月
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
担
当
職
員
か
ら
福
島
第
１
原
発
に

「
最
大
１５
・
７
㍍
」
の
津
波
が
到
達
す
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
公
判
な
ど
で
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
判
決
で
は
「
大
津
波
は
予
見
で
き
な
か
っ
た
」
と
し
、
旧
経
営
陣
の
主
張
を
追
認
し
ま
し
た
。 

 

原
発
被
害
者
ら
が
前
橋
地
裁
に
提
起
し
た
民
事
訴
訟
で
は
、「
東
電
は
２
０
０
８
年
に
は
実
際
に
津
波

を
予
測
し
て
い
た
」
と
の
べ
る
な
ど
、
予
見
可
能
性
を
認
定
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

経
営
を
優
先
さ
せ
た
東
電
の
姿
勢
を
容
認
し
た
判
決
は
、
国
民
の
思
い
と
は
あ
ま
り

に
も
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
常
識
に
反
す
る
も
の
で
す
。 

 「沼田市森林環境譲与税基金条例の制定につて」２５

日の本会議で委員長報告（経済建設常任委員長）と採決

がおこなわれ、日本共産党議員団は反対しました。 

 森林環境譲与税は、２０２４年度から国が住民税に一

人千円を上乗せし、国が全国の市町村に森林面積、人口、

森林従事者数などによって配分する森林環境譲与税を基

金として積み立てるというものです。 

 森林環境税は、ＣＯ２を大量に排出する大企業の負担

を国民に押し付け、人口割りが導入されたことから都市

部への配分が有利になり、基金の活用も林業経営による

赤字補てんには使えないなど林業の振興につながるか多

くの問題があります。 

 

 大東議員は一般質問で、１０月から新たに個人負担と

なる保育園給食費の軽減や県内各市町村ですすんでいる

ように保育料無料化の拡充を求めました。 

 保育園の給食費について市長は、「年齢制限のない３人

目以降の子どもの給食費免除をおこなう」と答え、保育

料無料化の拡充については、「第３子以降の完全無償化、

ひとり親世帯の軽減範囲の拡大をおこなっている。今後

も研究したい」と答えるにとどまりました。 

 ９月定例市議会は２５日に本会議を開き、沼田市会計年度任用職員の勤

務時間、休暇等に関する条例の制定について、平成３０年度沼田市一般会

計及び特別会計７件の歳入歳出決算の認定についてなど８件の議案につ

いて討論、採決がおこなわれ閉会しました。 

 平成３０年度沼田市一般会計及び特別会計７件の歳入歳出決算の認定

についてと平成３０年度沼田市水道事業剰余金の処分及び決算の認定に

ついては、決算審査特別委員会に付託され質疑がおこなわれました。 

 日本共産党市議団は、テラス沼田の建設など大型公共事業がすすめられ

るなか、合併浄化槽補助金の引き下げ、住宅リフォーム助成制度の廃止、

国民健康保険税と介護保険料の値上げがおこなわれるなどを指摘し、市民

のくらしを支える市政をすすめることを求め、平成３０年度沼田市一般会

計及び特別会計７件の決算認定など２件の決算認定に反対しました。 

 利根沼田農業協同組合（林康夫組合長）と利根沼田農業協同組合養豚部

会（小野文雄会長）から、「豚コレラ感染防止策に関わる意見書提出を求      

める陳情書」が２４日、市議会の経済建設委員協議会で審議され、全会一

致で採択され、２５日の本会議に意見書（案）が議員提案されました。 

本会議に提案された意見書（案）では、飼養豚へのワクチン接種を全国

一律に早期に実施することを求め、内閣総理大臣、厚生労働大臣、農林水

産大臣などにあて、全会一致で意見書を提出することになりました。 


